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九
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３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
向
日
市
埋
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文
化
財
セ
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タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
梅
本
康
広

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
～

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
標
高
約

一
五

・
五
ｍ
の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
長
岡
京
期
に
お
い

て
は
、
平
安
遷
都
の
直
前
に
仮
の
内
裏
と
し
て
機
能
し
た

「東
院
」
跡
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
「東
院
」
跡
か

ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は

既
に
本
誌
で
も
紹
介
し
た

（第

二
三
号
）
が
、
こ
の
地
に
は

一

三
世
紀
か
ら

一
五
世
紀
に
か
け

て
の
中
世
集
落
の
遺
跡
が
重
層

し
て
存
在
し
、
戊
亥
遺
跡
と
呼

称
し
て
い
る
。
そ
こ
で
長
岡
京

跡
左
京
第
四
三
五
次
調
査
と
し

て

一
連
の
調
査
で
あ
る
が
、
別
遺
跡
と
し
て
紹
介
す
る
。

検
出
し
た
集
落
関
連
遺
構
群
と
し
て
は
、
小
柱
穴
約
二
〇
〇
基
、
井
戸
五
基
、

土
坑
二
〇
基
が
あ
り
、
乙
訓
郡
条
里
十

一
条
十

一
里

（牛
牧
里
）
二
十
五

・
三

十
六
坪
に
お
け
る
耕
作
関
連
遺
構
群
と
し
て
は
溝
五
〇
条
な
ど
が
あ
る
。
主
に

南
北
方
位
を
は
じ
め
と
す
る
素
掘
り
小
溝
群
は
、
集
落
の
廃
絶
も
し
く
は
他
所

へ
の
移
動
後
に
耕
作
地
に
転
化
し
た
段
階
の
所
産
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
、　
三
二
世
紀
後
葉
を
中
心
と
し
、
瓦
器

・
土
師
器
を
主
体
に
ご

く
少
量
の
輸
入
陶
磁
器
を
含
む
構
成
と
な
る
。
お
そ
ら
く
半
世
紀
程
度
の
短
い

期
間
に
集
中
的
に
使
用

・
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
三
五

一
七
九
か
ら
二
点
、
表
採

一
点
の
計
三
点
が
出

土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
四
三
五

一
七
九
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
三
五

一
七
人
の
西
肩
付
近
で

重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
掘
形
は
直
径

一
ｍ
以
上
深
さ
○

・
三
五
ｍ
で
、
瓦

器

・
土
師
器
甕
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
遺
物
量
は
ご
く
少
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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七
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①
は
上
端
は
圭
頭
に
つ
く
り
、
下
端
は
二
次
的
切
断
。
墨
痕
は
非
常
に
薄
い
。

大
般
若
経
の
転
読
札
か
。
大
股
若
経
の
転
読
は
、
古
代
よ
り
鎮
護
国
家

。
除
災

招
福
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
宮
中
で
は
、
春
秋
二
季
に
各
三
、
四

日
間
、
百
人
の
僧
を
請
じ
て
大
般
若
経
を
転
読
す
る
季
御
読
経
が
、
東
大
寺
の

よ
う
な
大
寺
で
は
大
般
若
会
と
し
て
大
股
若
経
を
読
誦
す
る
法
会
が
、
恒
例
の

行
事
と
な
っ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
将
軍
の
病
気
や
天
災
の
際
に
鶴

岡
人
幡
宮
な
ど
で
大
股
若
経
の
転
読
が
行
な
わ
れ
、
文
応
元
年

（
〓
〓
ハ
○
）

に
は

「国
土
安
穏

・
疾
疫
退
治
」
の
た
め
に
諸
国
の
寺
社
に
お
い
て
大
般
若
経

の
転
読
を
す
る
よ
う
、
諸
国
の
守
護
に
命
じ
て
い
る

（冨
口妻
鏡
』
同
年
九
月
一

二
日
条
）。
ま
た
民
間
で
も
、
共
同
体
の
安
寧
の
た
め
村
落
行
事
と
し
て
行
な

う
こ
と
が
あ
り
、
個
別
に
病
気
平
癒
や
家
内
安
全
な
ど
の
た
め
に
行
な
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
近
年
各
地
の
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
転
読
札
は
こ
う
し
た

行
事
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「百
部
百
座
」
と
あ
る
の
は
、
多

く
の
僧
侶
が
転
読
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
別
筆
部
分
の
記
載
に

よ
る
と
、
転
読
の
前
後
に
経
典
の
講
読
を
行
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
下
端
部

が
二
次
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
目
的
や
年
代
な
ど
は
不
明
だ
が
、
か
な

り
大
規
模
な
法
会
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。
乙
訓
地
域
で
は
他
に
、

中
世
勝
龍
寺
城
跡
の
東
辺
外
堀
か
ら
大
股
若
経
の
転
読
札
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
一六
号
）。
②
は
右
辺
の
み
原
形
を
と
ど
め
る
。
墨
は
ほ
と
ん
ど
消
え

て
い
る
が
、
文
字
部
分
が
浮
き
上
が
っ
て
残
る
。

０
は
上
端
折
れ
だ
が
、
原
形
は
圭
頭
に
つ
く
る
か
。
下
端
押
し
切
り
。
右
辺
は

原
形
、
左
辺
は
割
れ
。
墨
が
残
る
の
は

「急
」
の
下
半
分
と

「
々
如
律
」
の
み
で
、

他
は
墨
が
消
え
て
浮
き
出
て
い
る
。
近
年
各
地
か
ら
出
土
す
る
呪
符
木
簡
の
多

く
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
期
間
屋
外
に
置
か
れ
、
風
雨
に
長
さ
れ
て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
符
篠
の
部
分
は
②
の
符
篠
と
類
似
す
る
。
大
日
如
来
な
ど
の

意
味
を
あ
ら
わ
す
梵
字

「Ｒ
」
の
あ
と
、
符
徐
に
続
い
て

「急
々
如
律
令
」
の

呪
句
が
書
か
れ
る
。
冒
心
々
如
律
令
」
と
書
か
れ
た
呪
符
は
、
境
界
内
の
安
定

を
図
ろ
う
と
す
る
目
的
で
門
口
な
ど
に
置
か
れ
る
も
の
が
多
い
。
大
股
若
経
転

読
札
と
合
わ
せ
て
、
戊
亥
遺
跡
の
性
格
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

釈
読
は
、
京
都
大
学
の
鎌
田
元

一
氏
の
指
導
の
も
と
で
佐
藤
直
子
が
行
な
っ

た
。
ま
た
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室

・
歴
史
研
究
室
の
方
々
、
奈
良

女
子
大
学
の
舘
野
和
己
氏
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『長
岡
京
跡
左
京
北

一
条
三
坊
二
町
』

（向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
五
五
、
二
〇
〇
二
年
）
（梅
本
康
広

・
佐
藤
直
子
）
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